
山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
じ
め
正
副
会
長
は
10
月

16
日
に
石
巻
市
、
仙
台
市
、
名
取

市
、
翌
17
日
に
南
相
馬
市
を
訪
れ
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況

を
視
察
し
た
。

【
視
察
参
加
者
】

▽
会
長
�
山
田
一
仁
札
幌
市
議
会

議
長
▽
副
会
長
�
古
川
昌
俊
千
歳

市
議
会
議
長
、
下
山
文
雄
弘
前
市

議
会
議
長
、
田
中
勝
博
津
市
議
会

議
長
、
森
脇
勇
人
松
江
市
議
会
議

長
、森
川
輝
男
高
松
市
議
会
議
長

今
号
で
は
、
石
巻
市
視
察
の
概

要
を
報
告
す
る
。

石

巻

市

丹
野
清
石
巻
市
議
会
議
長
、
大

森
秀
一
同
副
議
長
が
同
行
し
、
日

和
山
、
南
浜
つ
な
ぐ
館
、
石
巻
魚

市
場
な
ど
を
視
察
、
最
後
に
、
亀

山
紘
・
石
巻
市
長
を
交
え
、
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
。

【
日
和
山
周
辺
の
復
興
状
況
】

日
和
山
に
て
、
丹
野
議
長
、
大

森
副
議
長
か
ら
門
脇
町
・
南
浜
町

周
辺
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
聴
取
し
た
。

日
和
山
南
側
（
門
脇
町
・
南
浜

町
周
辺
）
で
あ
る
が
、
震
災
前
は

住
宅
は
じ
め
建
物
が
立
ち
並
ん
で

い
た
（
写
真
①
。
2
面
写
真
⑩
・

⑪
も
参
照
）
が
、
津
波
に
よ
り
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た（
写
真
②
）。

現
在
、
日
和
山
側
は
住
宅
地
の
整

備
中
で
、
海
側
は
非
可
住
地
で
石

巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
と
な

る
（
平
成
32
年
度
完
成
目
標
）（
写

真
③
）
。

石
ノ
森
萬
画
館
が
あ
る
日
和
山

北
東
側
は
、
震
災
前
、
日
和
山
の

麓
の
旧
北
上
川
沿
い
に
建
物
が
立

ち
並
ん
で
い
た
（
写
真
④
）
。
津

波
被
害
を
受
け
（
写
真
⑤
）
、
石

ノ
森
萬
画
館
は
休
館
に
。
現
在
は

写
真
⑥
の
よ
う
な
状
況
で
、
川
沿

い
は
今
後
、
防
災
緑
地
と
な
る
。

石
ノ
森
萬
画
館
（
24
年
度
に
営
業

再
開
）
が
あ
る
中
州
（
中
瀬
）
は

中
瀬
公
園
（
仮
称
）
と
な
る
（
32

年
度
完
成
目
標
）
。

日
和
山
東
側
も
建
物
が
立
ち
並

ん
で
い
た
が
（
写
真
⑦
）
、
津
波

被
害
を
受
け
た
（
写
真
⑧
）
。
湊

小
学
校
が
26
年
度
に
再
開
、
市
営

湊
町
復
興
住
宅
も
28
年
度
に
完
成

す
る
な
ど
住
宅
地
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
。
こ
ち
ら
も
川
沿
い
は
防

災
緑
地
と
な
る
（
写
真
⑨
）
。

【
南
浜
つ
な
ぐ
館
】

南
浜
つ
な
ぐ
館
で
は
、
「
ふ
る

さ
と
、
石
巻
の
情
景
」
（
2
面
写

真
⑩
）
と
題
し
た
震
災
前
の
門
脇

町
・
南
浜
町
の
復
元
模
型
、
閉
鎖

さ
れ
た
門
脇
小
学
校
の
被
災
当
時

〈
震
災
前
〉

〈
震
災
直
後
〉

〈
現

在
〉

【
2
面
へ
続
く
】
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正副会長
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
を
視
察
①

石
巻
、
仙
台
、
名
取
、
南
相
馬
を
訪
問

〔日和山南側〕

建物が立ち並ぶ
【出典＝東日本大震災アーカイブ宮城（石巻市）】

�

壊滅的な被害を受ける
【出典＝東日本大震災アーカイブ宮城（石巻市）】

�

手前側は住宅地の整備中、
海側は復興祈念公園になる

①

②

③

〔日和山北東側〕

建物が立ち並ぶ
【日和山のパネルを撮影】

�

中州と橋の上にも流れ着いたガレキが積み上がる
【出典＝東日本大震災アーカイブ宮城（石巻市）】

�

中州は中瀬公園に、川沿いは防災緑地になる
【出典＝東日本大震災アーカイブ宮城（石巻市）】

日和山で丹野議長（右から2人目）の
説明を聞く視察者

④

⑤

⑥

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生

〔日和山東側〕

建物が立ち並ぶ、右奥の大きな建物は湊小学校
【日和山のパネルを撮影】

�

津波被害を受ける
【出典＝東日本大震災アーカイブ宮城（石巻市）】

�

中央の2棟の団地が湊町復興住宅、
川沿いは防災緑地になる

⑦

⑧

⑨
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トトピピッッ
ククスス

【
1
面
か
ら
続
く
】

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
Ｖ

Ｒ
グ
ラ
ス
な
ど
を
見
な
が
ら
、
つ

な
ぐ
記
憶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に

つ
い
て
、
説
明
を
聴
取
し
た
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
心
の
中
に
、

生
ま
れ
た
家
、
思
い
出
の
学
校
・

場
所
な
ど
、
津
波
で
も
奪
う
こ
と

が
で
き
な
い
多
く
の
大
切
な
記
憶

を
残
そ
う
と
す
る
も
の
。
震
災
前

の
航
空
写
真
に
、
こ
の
地
区
に
住

ん
で
い
た
人
だ
け
で
は
な
く
、
縁

の
あ
っ
た
人
が
思
い
出
を
ふ
せ
ん

に
書
い
て
貼
り
、残
し
て
い
る（
写

真
⑪
）
。
「
記
憶
の
見
え
る
化
」

の
た
め
、
思
い
出
や
写
真
を
募
集

し
、
マ
ッ
プ
上
で
見
え
る
ア
プ
リ

を
開
発
中
と
の
こ
と
。

【
石
巻
魚
市
場
】

須
能
邦
雄
・
石
巻
魚
市
場
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
説
明

を
聴
取
し
た
。

震
災
に
よ
り
魚
市
場
は
全
壊
。

震
災
後
、
23
年
7
月
12
日
か
ら
30

×
10
ｍ
の
テ
ン
ト
で
市
場
を
再
開
。

水
揚
げ
量
が
増
え
る
ご
と
に
60
×

10
、
90
×
10
、
1
0
0
×
30
ｍ
と

延
ば
し
て
い
っ
た
。
地
盤
が
1
ｍ

近
く
沈
下
し
、
新
し
い
魚
市
場
は

岩
盤
か
ら
造
り
直
し
た
。
27
年
9

月
1
日
か
ら
供
用
開
始
し
た
。
全

長
約
8
8
0
ｍ
で
世
界
最
大
級
。

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
モ
デ
ル

と
し
て
水
産
庁
主
導
で
、
当
初
は

法
律
を
最
大
限
弾
力
化
し
て
も
ら

い
予
算
も
制
約
な
く
建
て
た
が
、

徐
々
に
、
魚
市
場
と
国
の
意
識
に

ず
れ
が
生
じ
、
補
助
金
の
交
付
を

受
け
る
際
に
は
大
変
な
苦
労
を
し

た
。
現
在
も
経
営
的
に
は
厳
し
い
。

【
意
見
交
換
会
】

亀
山
市
長
、
丹
野
議
長
、
大
森

副
議
長
と
山
田
会
長
は
じ
め
視
察

者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
山
田
会
長
か
ら
「
大

変
有
意
義
な
視
察
を
し
た
。
震
災

被
害
か
ら
の
早
期
復
興
が
よ
り
一

層
図
ら
れ
る
よ
う
、
視
察
と
こ
の

意
見
交
換
会
で
得
た
こ
と
を
今
後

の
本
会
の
要
望
活
動
に
反
映
さ
せ

て
い
く
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
丹
野
議
長
か
ら
「
復

興
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。
全
国
市

議
会
議
長
会
の
力
添
え
を
お
願
い

し
た
い
」
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

亀
山
市
長
か
ら
は
「
視
察
で
は

元
気
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら

っ
た
。
現
在
、
全
国
69
自
治
体
か

ら
1
8
1
人
の
職
員
の
派
遣
を
受

け
、
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

基
幹
産
業
の
水
産
業
で
は
港
湾
の

復
旧
を
果
た
し
て
き
た
が
、
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
復
興
道
半
ば
。
全
国
市
議
会

議
長
会
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

以
後
、
時
間
ま
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
ほ
ど
、
本
紙
で
は
、
8
月

か
ら
10
月
に
全
国
の
市
議
会
に
お

い
て
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
※本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多

い
順
に
意
見
書
・
決
議
の
内
容
を

紹
介
す
る
。

道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率

な
ど
の
か
さ
上
げ
措
置
の
継
続

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
が
「
道
路
整
備
事
業
に
係

る
補
助
率
な
ど
の
か
さ
上
げ
措
置

の
継
続
」
を
求
め
る
意
見
書
で
1

5
5
件
だ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
全
て
の
意
見
書
が
、

「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
（
道
路
財
特
法
と
し
て
い
る

意
見
書
が
ほ
と
ん
ど
）
に
よ
り
、

29
年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置
と
さ

れ
て
い
る
補
助
率
な
ど
の
か
さ
上

げ
を
、
30
年
度
以
降
も
継
続
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

拡
充
を
求
め
る
も
の
も
い
く
つ
か

あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
、
多
く
の
意
見
書
が
、

道
路
整
備
に
関
す
る
予
算
の
確
保

を
求
め
て
い
た
。

「
全
国
森
林
環
境
税
」の
創
設

「『
全
国
森
林
環
境
税
』の
創
設
」

は
1
1
9
件
。

ほ
と
ん
ど
の
意
見
書
が
、
与
党

の「
平
成
29
年
度
税
制
改
正
大
綱
」

に
お
い
て
、「
森
林
環
境
税（
仮
称
）

の
創
設
」
に
向
け
「
平
成
30
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を
得

る
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
早
期
導
入
を
求
め
て
い
た
。

あ
わ
せ
て
、
▽
地
方
公
共
団
体

が
独
自
課
税
し
て
い
る
森
林
環
境

税
な
ど
と
の
調
整
▽
森
林
環
境
税

創
設
ま
で
の
間
の
、
必
要
な
施
策

の
推
進
の
た
め
の
予
算
の
十
分
な

確
保
▽
森
林
の
新
た
な
管
理
・
経

営
の
ス
キ
ー
ム
検
討
を
進
め
る
に

当
た
り
、
国
産
材
需
要
の
創
出
・

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
区
議
会
か

ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ

ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ
ム

に
入
力
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、

郵
便
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

で
受
け
付
け
た
も
の
。
な
お
、

入
力
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
、
本
会
調
査

広
報
部
（
�
0
3
―
3
2
6

2
―
5
2
3
7
）
ま
で
。

【
3
面
へ
続
く
】

議会

意見交換会で挨拶をする丹野議長、
左から大森副議長、亀山市長、丹野議
長、山田会長

石巻魚市場で須能社長（一番右）の説
明を聞く視察者

住宅はじめ多くの建物が立ち並んで
いた

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
29年

可決分

〜
10月

月8

道
路
整
備
事
業
の
補
助
率
か
さ
上
げ
の
30
年
度
以
降
の
継
続
が
最
多

⑩

震災前の航空写真に思い出をふせん
に書いて貼っている

⑪

第2031号 平成29年11月25日 （2）全 国 市 議 会 旬 報



【
2
面
か
ら
続
く
】

拡
大
策
と
並
行
し
て
の
推
進
▽
森

林
環
境
税
の
創
設
に
当
た
り
、
地

方
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
制

度
設
計
▽
林
業
の
成
長
産
業
化
と

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
の
両

立
を
図
る
新
た
な
森
林
の
管
理
・

経
営
ス
キ
ー
ム
の
検
討
―
を
求
め

る
意
見
書
が
散
見
さ
れ
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
・
核
実
験
に
対
す
る
抗
議

「
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
・
核
実
験
に
対
す
る
抗

議
」
は
90
件
。
こ
の
う
ち
、
意
見

書
が
28
件
、
決
議
が
62
件
。

ほ
と
ん
ど
の
決
議
で
、
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
・
核
実

験
に
対
し
、
抗
議
、
非
難
を
表
明

し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
北
朝
鮮

に
対
し
、
核
兵
器
・
弾
道
ミ
サ
イ

ル
の
開
発
中
止
・
廃
棄
を
求
め
る

も
の
も
あ
っ
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

に
つ
い
て
は
、
2
0
1
3
号
2
面

で
29
年
2
月
〜
4
月
可
決
分
、
2

0
2
2
号
2
面
で
5
月
〜
7
月
可

決
分
の
件
数
を
議
決
状
況
の
表
に

取
り
上
げ
て
い
る
。
件
数
は
、
意

見
書
・
決
議
と
も
に
、
今
回
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て
」
は
57
件
。

制
度
の
堅
持
と
負
担
割
合
の
復

元
の
両
方
を
求
め
る
も
の
が
半
数

近
く
を
占
め
た
。
あ
わ
せ
て
、
▽

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
の
推

進
▽
教
育
予
算
の
拡
充
▽
少
人
数

学
級
の
推
進
―
を
求
め
て
い
た
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
進
め
る

た
め
の
健
康
増
進
法
の
改
正

「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
進
め

る
た
め
の
健
康
増
進
法
の
改
正
」

は
55
件
。

多
く
の
意
見
書
が
、
前
文
で
罰

則
付
き
規
制
を
図
る
健
康
増
進
法

の
早
急
な
改
正
を
求
め
た
上
で
、

①
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
た
ば
こ
規
制
枠
組
条

約
第
8
条
の
実
施
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
十
分
な
考
慮
②
準

備
と
実
施
ま
で
の
間
に
周
知
期
間

の
設
置
③
各
自
治
体
の
路
上
喫
煙

規
制
条
例
な
ど
と
の
調
整
を
視
野

に
入
れ
た
規

制
の
検
討
④

未
成
年
者
や

従
業
員
の
受

動
喫
煙
対
策

の
実
施
⑤
屋

内
に
お
け
る

規
制
に
つ
い

て
喫
煙
専
用

室
の
設
置
が

困
難
な
小
規

模
飲
食
店
へ

の
配
慮
―
の

5
項
目
を
求

め
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
必
修
化

に
対
す
る
支
援

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
必
修
化
に

対
す
る
支
援
」
は
53
件
。

2
件
を
除
く
全
て
の
意
見
書
が
、

「
早
期
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ（
教

育
）の
指
導
の
概
要（
内
容
）に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
を
求

め
て
い
る
。
残
り
の
2
件
は
「
指

導
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
」
「
指
導
の
要

領
を
速
や
か
に
作
成
す
る
こ
と
」

と
し
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
加
え
て
、
①
自
治

体
間
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に

必
要
な
財
政
措
置
②
民
間
人
材
の

積
極
的
な
活
用
や
小
規
模
自
治
体

な
ど
で
適
正
な
人
員
配
置
が
困
難

な
場
合
の
弾
力
的
な
人
材
配
置
―

の
2
項
目
を
求
め
る
意
見
書
が
多

か
っ
た
。

食
品
衛
生
管
理
の
国
際
標
準
化

「
食
品
衛
生
管
理
の
国
際
標
準

化
」
は
38
件
。

全
て
の
意
見
書
が
、
5
項
目
を

求
め
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
、

①
「
消
費
者
を
第
一
に
考
え
、
食

品
の
製
造
・
加
工
、
調
理
、
販
売

等
の
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取

り
組
み
、
衛
生
管
理
を『
見
え
る

化
』す
る
こ
と
」
②
「
す
べ
て
の
食

品
事
業
者
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る

衛
生
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
を
踏

ま
え
、
営
業
許
可
制
度
の
見
直
し

も
合
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
。
そ
の

際
に
は
施
設
基
準
な
ど
を
定
め
る

都
道
府
県
等
の
条
例
に
配
慮
す
る

こ
と
」
③
「
食
品
用
器
具
・
容
器

包
装
の
規
制
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
な
ど
、

欧
米
等
と
の
整
合
性
を
図
る
こ

と
」
④
「
食
品
事
業
者
が
製
造
し

た
製
品
や
輸
入
し
た
製
品
を
自
主

回
収
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
情
報

を
把
握
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る

こ
と
」
―
を
求
め
た
。

残
り
の
1
項
目
は
、
▽
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
に
よ
る
衛
生
管
理
の
制
度
化

に
当
た
り
、
小
規
模
事
業
者
な
ど

に
十
分
配
慮
し
た
実
現
可
能
な
方

法
で
十
分
な
準
備
期
間
を
設
け
た

取
り
組
み
の
推
進
を
求
め
る
趣
旨

の
も
の
だ
っ
た
。

私
学
助
成
の
充
実

「
私
学
助
成
の
充
実
」
は
36
件
。

全
て
の
意
見
書
が
、
私
立
高
校

へ
の
経
常
費
助
成
の
増
額
な
ど
私

学
助
成
を
求
め
て
い
た
。あ
わ
せ

て
、就
学
支
援
金
制
度
の
拡
充
な

ど
私
立
高
校
生
へ
の
支
援
を
求
め

る
も
の
も
あ
っ
た
。

各
市
区
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回

答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見

書
・
決
議
（
平
成
16
年
以
降
の
も

の
）
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。
な
お
、

メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る

に
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。
Ｉ
Ｄ
な
ど
に
つ
い
て

は
、
29
年
3
月
31
日
付
け
「
（
全

議
Ｍ
1
第
5
号
）
全
国
市
議
会
議

長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）
」
で
各
議
会
事
務

局
に
通
知
し
て
い
る
。

第
1
9
5
回
国
会
が
開
会

第
1
9
5
回
国
会
（
特
別
会
）

が
11
月
1
日
に
開
会
し
た
。
会
期

は
12
月
9
日
ま
で
の
39
日
間
。

衆
参
両
院
の
本
会
議
に
お
い
て
、

安
倍
晋
三
・
衆
議
院
議
員
が
第
98

代
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
さ
れ
た
。

第
4
次
安
倍
内
閣
が
発
足

第
4
次
安
倍
内
閣
が
11
月
1
日

に
発
足
し
た
。
閣
僚
は
19
名
で
全

て
再
任
の
た
め
、
第
3
次
安
倍
改

造
内
閣
（
8
月
3
日
発
足
�
本
紙

2
0
2
2
号
に
掲
載
）
と
同
じ
顔

ぶ
れ
。
そ
の
う
ち
閣
僚
間
で
担
務

の
見
直
し
が
あ
り
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
は
、
松
山
政
司
・
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
か
ら
、
野
田

聖
子
・
総
務
大
臣
兼
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
に
代
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

決議

―

―

62

―

―

―

―

―

―

―

62

33

95

意見書

155

119

28

57

55

53

38

36

35

25

601

244

845

件 名

○道路整備事業に係る補助率などのか
さ上げ措置の継続

○「全国森林環境税」の創設

○北朝鮮による弾道ミサイル発射・核
実験に対する抗議

○義務教育費国庫負担制度について
（制度の堅持と負担割合の復元ほか）

○受動喫煙防止対策を進めるための健
康増進法の改正

○プログラミング必修化に対する支援

○食品衛生管理の国際標準化

○私学助成の充実

○地方財政の充実・強化

○核兵器禁止条約について（条約の署
名・批准ほか）

【小計】

○その他

【総合計】

8月から10月に可決した意見書・決議の議決状況

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
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高
速
協
が
第
1
回
理
事
会
を
開
催

石
井
国
土
交
通
大
臣
ら
に
要
望

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
仲
野
弘
子
大
津
市

議
会
議
長
）
は
10
月
31
日
、
全
国

都
市
会
館
で
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
議
の
後
、
平
成
29
年
度

第
1
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

理
事
会
で
は
、
冒
頭
に
仲
野
会

長
か
ら
「
高
速
道
路
は
、
多
く
の

未
供
用
区
間
が
あ
り
、
本
来
の
効

果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。

既
存
設
備
の
有
効
活
用
・
老
朽
化

対
策
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
高

速
道
路
網
の
建
設
・
整
備
促
進
な

ど
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
積
極
的

な
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
く
」

な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

講
師
説
明
の
後
、
事
務
報
告
を
了

承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
28
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
武
田
新
二
監
事
（
長
門
市

議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
。
30
年

2
月
5
日
開
催
の
第
44
回
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
続

い
て
、
高
速
道
路
建
設
・
整
備
促

進
等
に
関
す
る
要
望
書
を
原
案
の

通
り
決
定
し
た
。
要
望
書
は
①
建

設
促
進
②
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
更
な
る
機
能
向
上
と
最
適
利

用
の
推
進
③
防
災
・
安
全
対
策
等

の
推
進
④
料
金
制
度
―
の
4
項
目

を
大
き
な
柱
と
し
て
い
る
（
要
望

書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
。
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
ら
に
行
う

こ
と
と
し
た
。
今
後
の
会
議
・
要

望
活
動
日
程
に
つ
い
て
は
、
12
月

1
日
に
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談

役
に
よ
り
、
30
年
度
政
府
予
算
編

成
に
対
す
る
実
行
運
動
、
30
年
2

月
5
日
に
第
44
回
定
期
総
会
な
ど

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
で

は
、
増
田
一
喜
副
会
長
（
八
代
市

議
会
議
長
）
か
ら
、
平
成
28
年
熊

本
地
震
時
の
各
市
の
支
援
に
つ
い

て
お
礼
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
は
、
石
井
啓
一
・
国

土
交
通
大
臣
、
石
川
雄
一
・
国
土

交
通
省
道
路
局
長
ら
に
面
談
し
、

要
望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
特
に
、
要
望

書
の
①
で
は
高
規
格
幹
線
道
路
網

1
万
4
0
0
0
㎞
の
早
期
完
成
、

暫
定
2
車
線
区
間
の
4
車
線
化
、

②
で
は
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

最
大
限
の
発
揮
、
Ｉ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
促
進
な
ど
、
③
で

は
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
と
更
新
の
た
め
の
十
分
な
財

源
確
保
、
安
全
対
策
の
推
進
な
ど
、

④
で
は
公
正
妥
当
な
料
金
制
度
の

実
現
、
安
定
的
で
シ
ン
プ
ル
な
料

金
制
度
の
構
築
を
要
望
し
た
。
ま

た
、
理
事
も
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
伊
勢

田
敏
・
国
土
交
通
省
道
路
局
高
速

道
路
課
長
か
ら
「
高
速
道
路
を
取

り
巻
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
奥
島
光
晴
福
井
市
議
会

議
長
）
は
11
月
1
日
、
全
国
都
市

会
館
で
、
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
の
後
、
第
67
回
理
事
会

を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、奥
島
会
長
か
ら「
広

域
連
携
施
策
に
関
わ
る
市
に
対
し

引
き
続
き
適
切
な
支
援
措
置
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
挨
拶

を
し
た
。
続
い
て
、
講
演
の
後
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
28
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
町
田
正
行
監
事
（
太
田
市

議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
。
続
い

て
、
広
域
連
携
施
策
に
関
す
る
要

望
を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
（
要

望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
。
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、

理
事
は
地
元
選
出
国
会
議
員
な
ど

に
対
し
、
適
宜
行
う
。
会
員
各
市

に
は
要
望
書
を
送
付
し
、
地
元
選

出
国
会
議
員
な
ど
へ
要
望
す
る
こ

と
と
し
た
。
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
は
11
月
14
日
に
関
係
各
省

に
対
し
行
う
こ
と
を
報
告
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
30
年
度
予
算
の
見
通

し
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
了
承

し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
鈴
木
清
総

務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域

自
立
応
援
課
長
か
ら
「
地
域
力
創

造
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
」
と
題

す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

広
域
協
が
第
67
回
理
事
会
を
開
催

広
域
連
携
施
策
に
関
す
る
要
望
を
決
定 石川国交省道路局長

高速協理事会の模様

石井国土交通大臣

監査結果を報告する町田監事

広域協理事会の模様

挨拶する仲野会長

挨拶する奥島会長

監査結果を報告する武田監事
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